
今後の教育のあり方の基本的な方向として，

生涯学習の視点に立ち，自分で課題を見つけ，

自ら学び，自ら考え，主体的に判断し，行動

し，よりよく問題を解決する資質や能力を育

てることが重要とされた。この資質や能力を

備えた子どもを，私は図画工作科では，「対

象に積極的にかかわり，想像力をはたらかせ

て表したいことを豊かにふくらませ，自己実

現する子ども」ととらえた。ここでいう「自

己実現する」とは，自分なりの表現の仕方で，

自分なりに感じたり，考えたり，想像したり

した色や形で表現できた姿を意味する。

これまでの私の図画工作科「表したいこと

を絵や立体に表す」指導における子どもの姿

を見ると，次のような問題点が挙げられる。

① 題材に対して自分なりのイメージが持て

ず，意欲的に描こうとしない。

② 自分なりのイメージが持てても，それを

豊かにふくらませることができず，結局，

人のまねになりがちである。

③ 自分なりのイメージを画面上に思うよう

に表現できず，満足できないまま表現を終

えてしまっている。

このことは，私の指導の不十分さにも原因

がある。そこで，題材に対する「自分の思い」

を豊かにふくらませ，それを自分なりの表現

の仕方で主体的に表現する子どもを育てたい

と考えた。

ここでいう「自分の思い」とは，思ったこ

とや感じたこと，考えたことであり，子ども

らしい感受性や着想，発想によったり，想像

力をはたらかせたりして，子どもの心に生じ

た心象のことである。そして，この子どもを

育てるために，どのように対象とかかわらせ

ればよいか，「自分の思い」を豊かにふくら

ませて，それを自分なりの表現の仕方で表現

させるにはどのような指導を行えばよいかを

明らかにしたいと考え，本主題を設定した。

３年生の「表したいことを絵や立体に表す」

学習において実践を試みた。

他教科等の学習内容と関連した創造的想像

表現を促す題材を設定し，「自分の思い」を

豊かにふくらませるとともに，個々の子ども

の状況に応じた支援を行えば，子どもは，主

体的に表現し，自己実現できるであろう。

（1） 表現に対する意欲を持ち，「自分の思い」

が持てる題材の設定

他教科等の学習内容と関連した題材を設定

する。他教科の学習で得た知識や感動，驚き

などを生かして，創造的想像表現を促す題材

を設定する。このことで，中学年の子どもの

豊かな想像力を刺激することができ，表現に

対する意欲を高め，子どもが「自分の思い」

を持つことができると考えた。
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（2）「自分の思い」を豊かにふくらませるた

めの手立ての考案

子どもが題材に対する「自分の思い」を持

つことができても，それはまだ色や形がはっ

きりとしたものにはなっていないことが多い。

そこで，描きたいことを具体的な色や形に置

き換えさせるために「言葉のスケッチ」や「ラ

フスケッチ」などを考え，取り組ませること

が有効であろうと考えた。

（3） 自己実現を促す支援の構想

子どもが「自分の思い」を豊かにふくらま

せることができても，それを思うままに表現

できないために意欲を失い，作品として自分

なりに満足できないままに終えていることが

ある。そこで，個々の子どもの状況に応じた

支援を行う。このことで，子どもが主体的に

どのように表現するのかを判断し，自分なり

の表現の仕方で表現を進め，自己実現できる

と考える。

題材名「ドン山物語」

（３年「表したいことを絵や立体に表す」）

（1） 題材設定の理由

ドン山は，学校に隣接した通称「ははの森」

にある小高い丘である。大正時代初期，ここ

に大砲を据えつけ，正午を知らせるために海

に向けて空砲を撃った。その音にちなんで，

ここを「ドン山」と呼んだ。子どもたちは，

生活科の学習その他でドン山を訪れていて，

なじみ深い場所である。しかし，子どもたち

はドン山の名前は知っているが，由来やそれ

にまつわる詳細をほとんど知らない。

そこで，社会科単元「まちのむかしをみつ

けよう」の学習で，ドン山に関して子どもた

ちの興味・関心に基づいた調べ活動を組織す

る。ドン山を中心に自分をはぐくんでくれて

いる地域の自然，風土，歴史を理解させたう

えで，ドン山を主題とした自分なりの物語を

絵画として表現させることで，子どもは想像

力をはたらかせて自分なりのイメージを豊か

にふくらませ，自分なりの表現の仕方で表現

できるであろうと考え，この題材を設定した。

（2） 指導目標および指導計画

指導目標は次のとおりである。

① 身近な地域の過去や未来を想像して自分

なりの「ドン山物語」を創作し，その様子

を想像して進んで表現しようとする。

（造形への関心・意欲・態度）

② 表したい場面のイメージを豊かにふくら

ませ，「自分の思い」がよく表れるように

必要なものを画面にどのように描くかを考

える。 （発想や構想の能力）

③ 自分なりの表現の仕方で自分なりに感じ

たり，考えたり，想像したりした色や形で

表現する。 （創造的な技能）

④ 自他の作品のよさや工夫を見つけ，作品

を大切にする。 （鑑賞の能力）

指導計画を資料1に示す。

（1） ドン山の歴史を知る

本題材を社会科の学習内容と関連づけて，

学習する題材として位置づけた。

社会科単元「まちのむかしをみつけよう」

の学習で，子どもは，学校や各家庭にある昔

の生活道具を探す活動に取り組んだ。そして，

それらの道具が使われていたころの暮らしの

様子などを両親や祖父母，地域のお年寄りな

どに聞いたり，郷土資料館に出かけて調べた

りした。そして，現在までの道具や暮らしの

様子の移り変わりを絵年表にまとめた。

このことからさらに発展させ，「今の町の

中にも昔の町の様子を知る手がかりになるも

のはないだろうか。」と問いかけた。すぐさ
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資料1 指導計画（指導時間　8時間）



ま「ドン山」という声が聞かれたので，子ど

もたちとドン山に出かけた。ドン山には説明

の案内板がある。書かれている内容が３年生

にはやや難しいので，解説を加えながら子ど

もに読み聞かせた。分かったことをもとに，

さらに調べたいことを問うた。子どもたちは，

次のような調べたいことを発表した。

① なぜここに大砲を置いたのか。

② 毎日大砲を撃った人はどんな人か。その

人はどこに住んでいたのか。

③ 大砲を撃つのに困ったことはあったのか。

それはどんなことか。

④ どうして正午が分かったのか。

⑤ なぜ大砲を撃つのをやめてしまったのか。

実行可能な方法で１週間ほど調べてみるよ

うに提案した。子どもたちの調べ方は多様で

あった。両親や祖父母はもちろん，近所のお

年寄りというお年寄りに尋ねてまわった子ど

も，休日に公民館の図書室に行き，本で調べ

た子ども，郷土資料館に行き，職員に尋ねた

子ども，市役所の広報課に電話して尋ねた子

どもがいた。私自身も郷土資料館に出かけ，

ドン山の歴史に関する文献（『にいがた時報

物語』富山富一著）を紹介してもらった。私

と同様に『にいがた時報物語』をもとに調べ

た子どもが数名いた。

１週間後，子どもたちが調べてきたことと

私が調べたこととを突き合わせて，７点のこ

とについて学び合った（資料2）。ドン山に対

する子どもたちの親近感や興味・関心はいっ

そう高まったと，その態度や表情から感じた。

（2） ドン山物語を創作する

調べたことや学んだドン山の歴史をもとに，

自分だけのドン山物語を創作することを提案

した。「ドン山の昔や未来の様子，ドン山で

どのようなことがしたいかなどを想像して，

お話を作りましょう。」と促した。創作の時
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資料2 ドン山に関して学んだこと



間は２時間としたが，どの子どもも一気に書

き上げた（資料3）。

（3） 必要なものを画面にどのように描くかを

考える

ドン山物語を創作しながら，子どもは，物

語の場面の様子を絵に表すことを意識してい

た。そして，絵に表したい場面の様子を想像

しているようであった。どの場面を絵に表す

かを，みなスムーズに決めることができた。
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資料4
言葉のスケ
ッチ

資料3
ＫＫ子の
「ドン山物
語」



しかし，絵に表したいことが必ずしもイメー

ジのはっきりとしたものにはなっていないこ

ともあると考えた。そこで，「言葉のスケッ

チ」（資料4）や「ラフスケッチ」に取り組ま

せた。これらの活動を通して，子どもは，表

したいことを豊かにふくらませ，その色や形

をはっきりさせた。また，ラフスケッチを組

み合わせて「アイデアスケッチ」を描くよう

に促したことで，「自分の思い」を表すため

に必要なものを画面にどのように表現するの

かを考え，決めることができた。

全員のアイデアスケッチが完成したところ

で，アドバイスの場を設けた。「描きたいこと」

を短冊に言葉で書かせ，それとともに各自の

アイデアスケッチを提示した。友達のアイデ

アスケッチを見て，「良いと思うこと」「もっ

とこうすると良いと思うこと」を「アドバイ

スカード」に書かせた（資料5）。アドバイス

カードをもらった子どもは，自分の表現に自

信を持ったり，自分の表現を見直したりした。

また，「図工カード」（資料6）を配布して，

「自分のアイデアスケッチに満足しています

か，それとも，満足できないことがあります

か。」と問うた。さらに「満足できないこと

がある。」と記述した子どもには，「どこが満

足できないのですか。満足できないことを，

これからどうしていこうと考えていますか。」

と問うた。

このアドバイスの場を設けたことが，子ど

もに友達の見方や感じ方，表し方に気づかせ

たり，自分の表現の実態を見つめさせ，自分

の表現をよりよいものにするにはどのように

表現したらよいかを考えさせるきっかけとな

ったりした。アイデアスケッチの段階でこの

アドバイスの場を設けたことは，妥当であっ

たと考える。画用紙に下絵を描き終えた段階

では，せっかく良いアドバイスを受けたとし

ても直しようがなく，下絵の不十分さを指摘

された子どもが，自信や意欲を失ってしまう

ことが十分に考えられる。しかし，アイデア

スケッチの段階であれば，表現の不十分さを

指摘されても，その指摘を次の段階の表現に

生かしていくことができ，よりよい表現が期

待できるからである。

（4） 描画材を選ぶ

「自分の思い」を表すのに適した画用紙や

描画材料を選ばせた。明るい感じにしたいの

であればキャンバス画用紙やマーメイド画用

紙を，暗い感じや夜空の感じにしたいのであ

れば黄ボール画用紙や暗い色の色画用紙など

を選ぶように助言した。また，水彩絵の具で

彩色した後も線が見えるようにしたいのであ
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資料5
アドバイ
スカード

資料6
図工カー
ド



れば，油性ペンなどを使って線描するように

助言した。

（5） 色や形で表現する

どの子どももアイデアスケッチをもとに，

表現活動に意欲的に取り組んだ。アイデアス

ケッチに不満を感じつつも，どのように表現

すればよいか分からず，困っている子どもが

いた。その子どもに行き詰まりの状況を詳し

く尋ねた。カルテに，その子どもの表現の仕

方の行き詰まりの状況やその子どもに対する

願い，具体的にどのように支援を行うのかを

書き込んだ。

子どもが支援を自己選択できるように，

「支援カード」を作成した（資料7）。カード

に示した支援の具体的な内容は，今までの指

導の経験から，子どもはどのような表現の仕

方に行き詰まりやすいのかを明らかにし，そ

れを子ども自身で解決させるために私が考案

したものである。

「大野さんが大砲を撃っている。海が見え

て，波がゆらゆらと揺れている様子を描きた

い。」と考え表現していたＫＮ子は，「波がゆ

らゆらと揺れている感じに描けない。」と訴

えてきた。私はＫＮ子に，「形」に関する表

現の仕方の行き詰まりを解決させるための支

援カードを示し，「この中から困っているこ

とが解決できそうな方法を選んで，試してみ

ましょう。」と支援した。ＫＮ子は，「図鑑な

どの絵や写真を見てかく」方法を選択し，図

書室に資料を探しに行った。幾つか海の絵や

写真を見つけたが，どれも自分の描きたい波

のイメージに合わなかったようである。

ＫＮ子は再度訴えてきた。今一度支援カー

ドを提示し，方法を選択させた。ＫＮ子は，

「先生からアドバイスをもらう」という方法

を選択した。ＫＮ子がどのような波を描きた

いと考えているのかをとらえていたので，Ｋ

Ｎ子のイメージに合うような波を描いた参考

作品（小学校中・高学年の子どもが描いた作

品）をあらかじめ数枚探して準備し，それら

を提示した。そして，「絵を見て，良い表し

方だと思うことはどんなことですか。」と問

うた。ＫＮ子は，幾つかの参考作品を指さし

ながら，「波を揺れているように描いている

ところが良い。遠い波と近い波の様子がよく

分かる。波が丸いように描かれているところ

が良い。」と答えた。「見つけた良い表し方だ

と思うことの中で，あなたが困っていること

を解決するのに役立ちそうなことはあります

か。」と問うた。ＫＮ子は「はい。」と答えた。

自分の描きたい波のイメージに合う参考作品
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資料7 支援カード

資料8 KN子の作品



を見つけたようである。その後ＫＮ子は，

ゆらゆら揺れているような波を自分なりに

表現していった。その後作品（資料8）から，

ＫＮ子は「自分の思い」を自己実現できた

と評価した。

「大野さんが大砲を撃ち，中にいたぼく

と寛一が飛ばされた。ぼくは平気な顔をし

て，寛一がびっくりした顔をしている様子

が描きたい。」と考え，表現していたＭＳ

男は，「真っすぐに伸びた感じの木が描き

たいのだけれど，思うように描けない。感

じが出ない。」と訴えてきた。私は，ＫＮ

子と同様に，「形」に関する表現の仕方の

行き詰まりを解決させるための支援カード

をＭＳ男に示し，「この中から，困ってい

ることが解決できそうな方法を選んで試し

てみましょう。」と支援した。

ＭＳ男は「本物（実物）を見てかく」方

法を選択し，画板と鉛筆，数枚の更紙（Ｂ

５判）を持って，中庭へ描きたいイメージ

に合う木を探しに行った。直接画用紙に描

かせると，思うように描けなかった場合，

たいことを納得いくまで追求する気持ちの表

れと考える。このような姿こそ，主体的に表

現活動に取り組む姿と考え，大切にしていか

なければならないと思う。

表現しながら友達の表現に目を向け，表現

の仕方で良いと思うことを積極的に自分の表

現に取り入れる子どもの姿も見られた。子ど

もの間に無言のかかわり合いが生まれ，学び

合いが生まれている。子どもが学級集団の中

で学んでいる良さであると考える。

（6） 鑑賞

「鑑賞カード」（資料9）を配布して，自他

の作品の表現の良さや表現の仕方の工夫を見

つけ合う活動を提案した。「あなたの絵に題

名をつけるとしたら，どんな題名をつけます

か。なるべく短い言葉で題名をつけよう。」

「あなたの絵で，よくできたと思うことや工
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何度か消しゴムを使うであろう。そうすると

画面が荒れるので，更紙に自分が描きたいと

思う木が描けるまで，何枚でも描くように助

言した。

ＭＳ男は何本か立っている木の中から，描

きたいイメージに合う木を見つけ，それをよ

く見ながら更紙に丁寧に描いていった。しば

らくして，納得のいく木が描けると教室に戻

って来て，更紙に描いた木を画用紙に描いて

いった。熱心に描いている姿から，自分なり

の表現に満足している様子がうかがわれた。

その後作品から，ＭＳ男は，「自分の思い」を

自己実現することができたと評価した。

ＫＮ子やＭＳ男のように，本題材で表現の

仕方に行き詰まった子どもは，38人中13人で

あった。この子どもたちの，表現の仕方に行

き詰まった時に安易に妥協せず，「思うよう

に描けない」と訴えてきた姿は，本当に描き

資料9 鑑賞カード



夫したことを見つけよう。」と提案し，カー

ドに書かせた。その後，生活班ごとにグルー

プ（各班４～６人の９グループ）を作った。

「グループの友達に自分の絵でよくできたと

思うこと，工夫したことを伝えよう。また友

達の絵を見て，その絵の良いと思うことや工

夫していると思うことを見つけて発表し，カ

ードに書こう。」と提案した。このような場

を設けることで，子どもは，お互いの作品の

良さや表現の仕方の工夫を認め合うことがで

きた。

（1） 成果

社会科の学習内容と関連づけ，創造的想像

表現を促す題材を設定した。このことで子ど

もは，社会科の学習で得た知識や感動，驚き

などをもとに，題材に対して想像力をはたら

かせて「自分の思い」を持つことができた。

そして，言葉のスケッチやラフスケッチを通

して「自分の思い」を豊かにふくらませ，そ

の色や形をはっきりさせることができた。

子どもが「自分の思い」を豊かにふくらま

せ，その色や形をはっきりさせても，表現段

階で思うように表現できず，意欲を失い，作

品として自分なりに満足できないままに終え

ていることがあった。そこで，描きたいこと

を思うまま表現できるようにするために，子

どもの表現の仕方の行き詰まりの状況に応じ

た支援を，支援カードを活用して行った。こ

のことで子どもは，描きたいことをどう表現

すればよいかが分かり，意欲的に表現に取り

組む姿が見られた。

（2） 今後の課題

① 本実践では，社会科の学習内容と関連づ

け，創造的想像表現を促す題材を設定した。

今後は社会科だけでなく，どのような教科

の学習内容と関連づけて創造的想像表現を

促す題材が設定できるかを考える。

② 「表したいことを絵や立体に表す」活動

（平面的な表現）だけでなく，他教科等の

学習内容と関連づけた「作りたいものを作

る」活動（立体的な表現）の題材設定のあ

り方を探る。

③ 支援の内容や支援の仕方について，さら

によりよいものを探る。
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